
印旛沼流域圏における市民協働

－手賀沼との比較から－

環境パートナーシップちば

小倉久子
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きょうおはなししたいこと

１．自己紹介

２．手賀沼の市民活動について

３．印旛沼の場合

①印旛沼流域水循環健全化会議

②印旛沼環境団体連合会

４．健全化会議・印環連の限界と「印旛沼流域圏交流会」

５．流域圏交流会の協働

６．目指したいところと限界

７．いかにして協働の環を拡げるか

おまけ：むかし協働について考えたこと
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１．まず、自己紹介

1973年（昭和48年）：大学卒業・千葉県に入庁

水質保全研究所に配属

38年間水に関する調査研究業務に携わる。

工場排水分析 排水処理 底質調査

印旛沼 手賀沼 東京湾 三番瀬 環境教育

生物多様性

この間、世の中は

公害問題⇒環境問題

水質⇒水環境

市民活動は

公害（開発）反対闘争 ⇒ パートナーシップ・協働

2011年3月に定年退職して、「市民」に。
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１．自己紹介 その２

—私の立ち位置―

・公務員（行政）ではあるが、研究職 （行政職よりも自由度が高い）

・研究職として、ずっと同じ職場

⇒市民とつながりやすい ⇒市民との付き合いが長い

・（一応）印旛沼や手賀沼についての知識がある。

・印旛沼流域水循環健全化会議の委員（学識として）

・美しい手賀沼を愛する市民の連合会の顧問

・1997年（在職中）に設立した「環境パートナーシップちば」に

設立時から関わった。

4私自身の中で、異なる立場が共存（混在）



手賀沼・印旛沼の紹介

どちらの沼も

• 首都圏の縁辺部

• ベッドタウン

⇒人口増加

• 小さく、浅い沼

• 富栄養化が著しい
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手賀沼

印旛沼



手賀沼と印旛沼のCOD年平均値の推移

6

手賀沼

印旛沼

手賀沼の汚濁発現のほうが早い⇒市民活動も早い

http://www.insuikyo.jp/wordpress/wp-content/uploads/2012/12/130209c75bce9a7f91d728473f481ded.png
http://www.insuikyo.jp/wordpress/wp-content/uploads/2012/12/130209c75bce9a7f91d728473f481ded.png
http://www.tesuikyo.jp/wordpress/wp-content/uploads/2016/03/bc9b03f5ac80899333e00accbe37d3e7.pdf
http://www.tesuikyo.jp/wordpress/wp-content/uploads/2016/03/bc9b03f5ac80899333e00accbe37d3e7.pdf


指定湖沼の水質状況の推移 (COD)
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環境省HPから

手賀沼

印旛沼

ワースト1の手賀沼に隠れて、実は印旛沼もワースト2位、3位・・・



２．手賀沼の市民活動について ①

• COD最高値：28mg/L(1979 年度）

• 環境省（環境庁）が水質の公表開始時（1974年度）から
27年間全国湖沼でCODワースト１を独占

• 柏市が（当時）東大西村肇先生に手賀沼の水質改善に
ついて調査を依頼⇒自由な発想の提言をいただけた
⇒市民活動も、やわらかな考え方からスタート

• 地元の有志で「湖北座会」という勉強会を結成。（元からの
住民と新住民）

• この勉強会が核となって1995年に「美しい手賀沼を愛す
る市民の連合会（通称美手連）」が結成される。
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２．手賀沼の市民活動について ②

• 美手連：幅広い市民団体（歴史、文化の団体も）の連合体

• 「連続ワースト１」の効果が大きい。⇒流域市町、県、国を動かす。

• 手賀沼では「手賀沼水質保全協議会（手水協）」（1975年）のほ

か、「手賀沼浄化事業連絡会議（手浄連）」を作った（1981年）。

• 手浄連は流域市町がお金を出しあって作った組織

⇒さまざまな浄化対策を実施

⇒これが手賀沼流域フォーラム（事務局：美手連）にも予算

を配分

（現在は、手水協に統合されている。）

• 少しでも使えるお金があるというのは、とてもだいじ。
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２．手賀沼の市民活動について ③

• 千葉県手賀沼親水広場（水の館）というビジターセンター
（拠点）を持つことができた。

• 手賀沼の大きさが小さい、まとまっている。
比較的市街地に近く、市民にとって身近な存在。

• 最初からステークホルダーのベクトルが同じ
（反対運動ではなく、「みんなできれいにしよう！」）

• 最初から市民主導

• 目標（あるべき姿）も、市民主導
⇒単に「水質浄化」ではなく、「豊かな生態系」をめざす
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３．印旛沼の場合
① 印旛沼流域水循環健全化会議

• COD最高値：１３mg/L( 1984年度）

• 手賀沼に隠れて、ひそかにワースト２～３位

• 2001年 利根川・印旛沼総合開発事業（1980～2000年度：建
設省）が中止になり、その代わりに国に要望して「印旛沼流
域水循環健全化会議」を立ち上げた。

• 事務局：河川管理者（県土整備部河川環境課）

（一応）環境生活部水質保全課も共同事務局ではあるが・・・。

• 印旛沼流域水循環健全化計画を策定

・ 「水質」ではなく、「水循環」

・湖沼水質保全計画とは異なり、法定計画ではない。
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特徴１：印旛沼方式

１ 水循環の視点，流域の視点で総合的に解決します

２ 印旛沼の地域特性を活かします

３ みためし行動で進めます

４ 住民と行政が一体となって進めます

５ 行政間の緊密な連帯を確保します
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印旛沼流域水循環健全化会議とは



特徴２：印旛沼の６者連携

印旛沼流域

水循環健全化会議
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流域住民
市民団体
小・中・高校 水利用者

企業 千葉県・国・
水資源機構流域市町

調査研究機関
（専門家）

印旛沼流域水循環健全化会議とは



「さまざまな主体」がどこまで主体的に
行動できているか・・・

•一部の市民にとっては，「できあがったもの」が 上から

降りてきた・・

•行政主導の「各主体の連携」について，評価が分かれた。

「行政がよくやっている」「行政が、やりすぎ」

•資金的に（比較的）豊か⇒事務局（コンサル）が「手厚く
おぜん立て」 ⇒良くも悪くも・・・
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３．印旛沼の場合
②印旛沼環境団体連合会

• 2003年に、市民（団体）の有志が立ち上げた

• 佐倉市の団体が中心（流域全体に広がっていない）

• 「・・ねばならぬ」 「・・すべき」 で活動する古い体質

• 自分が動くというよりも、行政にやらせよう、という発想

• 連合会の組織の機能が十分に発揮できていない。

（会の運営がイマイチ民主的でない。）

• 発足時：16団体 ⇒ 現在：約10団体

• 活動に行き詰まり感
15



４．健全化会議・印環連の限界と
「印旛沼流域圏交流会」

【健全化会議】
• 「市民の委員」は公募ではない。
• 会議は「消極的な公開」 市民に開かれていない。

• 印旛沼方式、特に市民協働が不十分（市民はお客さま
扱い）

【印環連】
• 印環連のやり方に批判的な団体も多い。
• 印環連の活動に行き詰まり
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今ある組織では、市民が活動しづらい
⇒新しい仕組みを作ろう！



５．印旛沼流域圏交流会の「協働」

• 2014年3月に発足
• 発起人（言い出しっぺ）が呼びかけ

環境パートナーシップちば：

小倉久子・桑波田和子・横山清美

千葉大学： 近藤昭彦

・組織ではない。仕組み（framework）である。

印旛沼「流域圏」として、ゆるくつながることを旨とする。

会長（など）はない 世話人のみ

会費、活動拠点：なし

MLでの情報交換が基本

時々、勉強会などを開催し、顔を合わせる。
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６．目指したいところと限界

• スタートは、口コミ（顔が見える範囲）へのよびかけ。
• 健全化会議の（元）関係者が多い。

• 活発に活動している団体（の代表者）

• 約70名の賛同によってスタート。

• 現在は約140名。 いまは新規加入が少ない。

• 情報が欲しい人は、それなりに多いが、行動することには、
つながらない。

• 本当の一般市民に、どう広げるか。

• Facebookやブログで、一般市民に広げようと、格闘中。

結果はイマイチ。
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７．いかにして協働の環を拡げるか

• 一般市民へ

• 若い世代への期待

• 行動につなげること
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協働を成立させるために

・ ステークホルダーが集まっても、協働は自然発生しない。

・ 「牽引役」が必要

・バランスを考えながら引っ張っていく力

・研究者がやると、うまくいくかも。
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冬期湛水・有機農法の水田による

流域の水質改善と生態系保全に関する
試験研究

印旛沼流域水循環健全化調査研究報告書 第1号

（2012年10月）

農業者・市民・研究者・行政が
協働で行った調査事例
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みんなでがんばりました！



おまけ

「生態系再生における

市民協働のありかた」

－佐倉市上手繰川における協働の経験を基にして－
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